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NO １３８号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社

２
０
２
１
年
４
月
１
日
以
降
の
賃
金
引
き
上
げ
等
に
関
す
る
申
し
入
れ

１
．
２
０
２
１
年
４
月
１
日
以
降
の
賃
金
引
き
上
げ
等
の
要
求

①

基
本
給
を
３
４
，
０
０
０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②

企
業
内
最
低
賃
金
（
高
卒
初
任
給
）
を
、
基
本
給
に
お
い
て
全
国
一
律
２
２
５
，
０

０
０
円
以
上
と
す
る
こ
と
。

２
．
高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
の
要
求

①

定
年
を
満
65
歳
と
す
る
こ
と
。

②

高
年
齢
者
の
働
く
場
を
確
保
す
る
た
め
、
業
務
の
部
外
委
託
を
や
め
直
営
と
し
て
、

職
種
・
職
域
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

③

高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望
に
基
づ
い
て
、
職
種
の
変
更
を
認
め
る
（
尊

重
す
る
）
と
共
に
、
勤
務
・
労
働
時
間
を
緩
和
す
る
こ
と
。

④

定
年
ま
で
、
賃
金
の
減
額
を
や
め
、
定
期
昇
給
を
含
め
て
100
％
支
給
す
る
こ
と
。

３
．
「
新
し
い
人
事
制
度
」
の
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。

①

家
族
手
当
を
基
準
内
賃
金
と
す
る
こ
と
。

②

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群
に
職
務
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
。

③

昇
級
に
基
本
給
の
基
準
額
を
廃
止
し
、
100
％
の
昇
給
額
で
昇
級
さ
せ
る
こ
と
。

④

現
行
の
評
価
制
度
は
社
員
に
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
公
平
公
正
と
は
い
え
な
い
。
廃
止

す
る
こ
と
。

⑤

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群
Ｒ
１
か
ら
Ｒ
２
の
昇
級
は
20
年
で
自
動
昇
級
と
す
る
こ

と
。

４
．
退
職
手
当
制
度
に
つ
い
て
、
退
職
手
当
制
度
に
お
け
る
勤
続
ポ
イ
ン
ト
を
20
ポ
イ
ン
ト

/
年
と
す
る
こ
と
。

５
．
シ
ニ
ア
社
員
の
要
求

「
シ
ニ
ア
社
員
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
り
基
本
賃
金
に
格
差
が
あ
り
ま
す
。

基
本

賃
金
を
コ
ー
ス
Ａ
は
２
４
５
，
０
０
０
円
、
コ
ー
ス
Ｂ
は
２
２
５
，
０
０
０
円
と
す
る

こ
と
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
社
員
の
出
向
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。

お
知
ら
せ

２
月
20
日

10
時
～
22
時

コ
ロ
ナ
災
害
を
乗
り
越
え
る

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

な
ん
で
も

電
話
相
談
会

０
１
２
０
‐
１
５
７
９
３
０

主
催

い
わ
て
労
連
・
岩
商
連
・
生
健
会

岩
手
民
医
連

２
月
24
日

21
春
闘
盛
岡
地
区
総
行
動

労
働
局
・
経
営
者
協
会
な
ど
へ

要
請
行
動
や
懇
談
会

春
闘
学
習
会

講
師

村
山
哲
史
（
民
生
同
盟
岩
手
県
委
員
会
委
員
長
）

「
青
年
の
現
状
と
労
働
組
合
へ
の
期
待
」

要
求
書
提
出
と
回
答
指
定
日
（
全
国
統
一
行
動
）

２
月
末
ま
で

要
求
書
提
出

ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
批
准
投
票

３
月
10
日

集
中
回
答
指
定
日

３
月
11
日

全
国
統
一
行
動

「
春
闘
要
求
」
を
掲
げ
ス
ト
ラ
イ
キ
や
職
場

集
会
な
ど
全
員
集
合
・
参
加
の
行
動
。

夕
方

東
日
本
大
震
災
津
波
追
悼
行
動
。

２
０
２
１
年
国
際
女
性
デ
ー
中
央
大
会

３
月
８
日

18
時
～
19
時
30
分

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

講
師

朝
倉
む
つ
子
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
を
め
ざ
し
て

女
性
の
権
利
を
国
際
基
準
に
」

核
兵
器
が
実
戦
使
用

さ
れ
75
年
以
上
が
た
っ
た

今
も
、
核
弾
頭
は
1
万
３

０
０
０
発
以
上
残
る

核
兵
器
禁
止
条
約

が
22
日
、
発
効

史
上
初
め
て
核
兵
器
の

開
発
や
保
有
、
使
用
な
ど

を
全
面
的
に
禁
じ
る
核
兵

器
禁
止
条
約
が
22
日
、
南

太
平
洋
の
サ
モ
ア
か
ら
順

次
発
効
し
た
。
世
界
の
核

軍
縮
は
核
拡
散
防
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
を
柱
に
し
て

い
る
が
、
そ
の
動
き
は
停

滞
し
て
き
た
。
核
禁
条
約

の
推
進
国
や
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
は
、
核
兵
器

を
非
人
道
兵
器
と
す
る
国

際
的
な
規
範
意
識
が
高
ま

り
、
核
保
有
国
へ
の
圧
力

に
な
る
と
期
待
し
て
お
り
、

核
軍
縮
の
前
進
に
つ
な
が

る
か
注
目
さ
れ
る
。

国
連
の
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
は
「
核
兵
器
使
用
に

よ
る
壊
滅
的
な
人
道
上
の

結
末
に
関
心
を
集
め
る
世

界
的
な
運
動
の
成
果
だ
」

と
評
価
し
て
い
る
。

核
兵
器
の
廃
棄
や
検
証

方
法
な
ど
核
兵
器
を
具
体

的
に
ど
う
禁
止
し
て
い
く

の
か
は
、
２
年
に
１
度
の

締
約
国
会
議
で
話
し
合
う
。

第
１
回
締
約
国
会
議
は
、

今
年
12
月
か
来
年
１
月
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開
催
す

る
方
向
で
検
討
が
進
ん
で

い
る
。
締
約
国
会
議
に
は

条
約
に
加
盟
し
て
い
な
い

国
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

で
き
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

な
ど
が
参
加
の
意
向
を
示

し
て
お
り
、
日
本
で
も
参

加
を
求
め
る
意
見
が
出
て

い
る
。

核
禁
条
約
は
２
０
１
７

年
７
月
に
１
２
２
カ
国
・

地
域
の
賛
成
で
採
択
さ
れ

た
。
昨
年
10
月
24
日
、
批

准
し
た
国
・
地
域
が
50
に

達
し
、
発
効
が
決
ま
っ
た
。

米
露
英
仏
中
な
ど
の
核
保

有
国
や
「
核
の
傘
」
の
下

に
あ
る
日
本
な
ど
は
参
加

し
て
お
ら
ず
、
締
約
国
で

な
け
れ
ば
条
約
の
法
的
義

務
に
従
う
必
要
は
な
い
。

だ
が
、
核
禁
条
約
が
で
き

た
背
景
に
は
核
軍
縮
が
停

滞
し
続
け
て
い
る
こ
と
へ

の
不
満
の
高
ま
り
が
あ
る
。

今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
な
ど
の
場
で
核
保
有
国

が
核
軍
縮
に
向
け
た
姿
勢

を
ど
こ
ま
で
打
ち
出
す
の

か
問
わ
れ
そ
う
だ
。

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て

の
責
任
放
棄
に
等
し
い

日
本
政
府
は
条
約
に
参

加
し
な
い
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
国
会
議
員
や

自
治
体
で
も
条
約
に
賛
同

す
る
動
き
が
徐
々
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
核
保
有

国
を
巻
き
込
ん
で
核
軍
縮

を
進
め
る
べ
き
だ
な
ど
と

し
て
、
条
約
に
参
加
し
な

い
方
針
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
学
生
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

で
つ
く
る
、
条
約
を
推
進

す
る
グ
ル
ー
プ
「
議
員
ウ
ォ
ッ

チ
」
が
条
約
に
対
す
る
立

場
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
条

約
の
発
効
が
決
ま
っ
た
去

年
10
月
以
降
、
国
会
議
員

で
は
44
人
が
賛
同
す
る
と

回
答
し
、
こ
れ
ま
で
と
合

わ
せ
て
全
議
員
の
23
％
に

当
た
る
１
６
３
人
が
賛
同

す
る
立
場
を
示
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

一
方
、
条
約
に
賛
同
で

き
な
い
と
回
答
し
た
議
員

は
２
人
で
、
議
員
の
お
よ

そ
76
％
か
ら
は
回
答
が
得

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

ま
た
、
去
年
10
月
以
降
、

23
の
市
区
町
村
の
議
会
が
、

政
府
に
対
し
て
条
約
に
加

わ
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
決
め
て
お
り
、

す
で
に
送
っ
た
と
こ
ろ
を

合
わ
せ
る
と
、
全
国
の
30

％
に
当
た
る
５
２
３
に
の

ぼ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
20
人
の
知
事
が
、

条
約
に
賛
同
す
る
と
回
答

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
ネ
ッ
ト
よ
り
）

原発ゼロNO 118

核なき世界にスタートコロナ対策の基本は
自己免疫を高める生活、ワクチンなどがきてもコロナ対策は

長期間続る

感染病対策を考えるうえでとても大切なことは、情報をつね

に整理する。

新型コロナでは、まず今後社会からなくなることはない、と

いう点が重要です。

インフルエンザほど死亡率は高くない
どの程度の対策を行うかです、重要なのは、その感染症って

起こる病気の重病度です。

新型コロナは、半年以上経過して1789人の死亡率（11月1日

現在）。毎年流行しているインフルエンザでは、年に１万人か

ら４万人の人が亡くなっています。

新型コロナは、感染後の免疫や後遺症などはっきりしていな

い点もある。

次に重要な点は、新型コロナで死亡のリスクの高い人は、高

齢者と基礎疾患をもつ人で、とくに子どもの死亡例が含めた重

症者はほとんどいません。

現在のような社会全体の徹底した感染対策が必要な感染症で

はなく、対策はリスクの高い人に、集中することです。

自己軸と他者軸の対策、ウイルス排除には限界が
感染症に対する対策は、自己軸と他者軸の二つの軸がある。

自己とは自分のこと、他者とは自分以外のすべて、つまり人も

モノも、もちろんウイルスも他者になります。

他者軸の対策とは、自分の外に存在する他者であるウイルス

が脅威なので、これを排除しようとする対策です。

先ずは手洗い、うがい、マスク、身の回りの消毒、いわゆ

るソーシャルディスタンス、仕事を含めた外出自体の自粛など。

厳しい活動制限は、文化や精神面にも影響も

これらの対策は、厳しくおこなわれなければ効果がなく、日

常生活での対策では、完全にリスクをなくすることはできませ

ん。対策をおこなえばおこなうほど、自由な活動の制限が必要

になり、個人も社会も限りなく疲弊していくことになります。

活動制限は、現実的に社会にきわめて大きな影響を与えます。

経済的な損失、歴史や努力の無意味化、コミュニケーション

の欠落、あらゆる活動、自由の制限、子どもたちへの影響、心

理的な抑圧、自殺の増加、影響は計り知れない。

ワクチン投与や感染時に自分の力でなく、薬で治そうとする

ことなども、他者軸の対象。

高齢者や基礎疾患があるなどリスクの高い人は、自分や家族

でリスクを評価し、どこまで対策が必要なのか、活動をどの範

囲にするかなどを、自主的に判断しましょう。

抵抗力・解毒力を高める「自己軸」の対策を
自己軸の対策とは、自分自身に対するアプローチです。日常

生活を整え、自分の免疫力を、抵抗力、解毒力を高めると

いう対策になります。

同じウイルスをもらっても、無症状で治る人、風邪程度の軽

症、入院や集中治療が必要な重症、死亡に至るなど人によって

経過が異なります。つまり重症化するかどうかは、ウイルス

（他者軸）ではなく自分の内にある免疫力（自己軸）の問題で

す。

感染しても大丈夫な状態に自分を整えること、そのための生

活をする自己軸の対策が、より本質的で建設的な対策になりま

す。

食べもの通信 コロナ危機から命を守る 本間真二郎

人間が健康に生きて行く為に１３８
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中
村
事
務
局
長

ス
ト
ラ
イ
キ
す
る
迫

力
無
い
と
要
求
が
勝
ち

取
れ
な
い
。

労
働
者
を
励
ま
す
よ

う
に
組
合
が
団
結
し
て

闘
う
力
を
出
し
ま
し
ょ

う
。い

わ
て
労
連
定
期
大

会
後
、
県
内
で
粘
り
強

く
闘
い
医
労
連
、
自
冶

労
連
、
農
協
も
厳
し
い

中
情
勢
で
前
年
度
実
績

を
上
げ
て
い
る
。

東
日
本
震
災
で
は
、

被
害
者
の
医
療
・
介
護

負
担
免
除
は
、
10
年
間

持
続
さ
せ
た
こ
と
は
大

事
な
成
果
で
す
。

12
名
が
発
言
、
文
章

発
言
２
で
す
。

二
戸
山
善
鉄
鋼

組
合
結
成
、
職
場
要

求
を
出
し
、
団
交
の
成

果
で
半
分
く
ら
い
要
求

を
勝
ち
と
っ
た
。

盛
岡
市
職

組
織
拡
大
で
青
年
に
、

コ
ロ
ナ
で
直
接
話
が
出

来
な
い
の
で
、
組
合
は

ど
の
様
な
組
織
か
を
青

年
部
が
手
紙
を
出
し
、

組
織
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

私
立
高
校
組
合

県
交
渉
は
、
皆
さ
ん

の
署
名
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
、
エ
ア
コ
ン
設
置

補
助
。
コ
ロ
ナ
で
修
学

旅
行
も
中
止
、
旅
行
会

社
に
１
人
３
０
０
０
円

の
旅
行
計
画
代
金
の
支

払
い
を
県
が
補
助
。
親

の
収
入
５
９
０
万
以
下

の
授
業
料
免
除
60
％
。

５
９
０
万
以
上
は
補
助

が
な
い
。
是
正
し
て
い

く
闘
い
が
必
要
。

福
祉
労
組

ア
ン
ケ
ー
ト
は
70
％

集
め
て
ス
ト
権
を
確
立

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
福
祉
の
職

場
は
大
変
で
す
。
感
謝

し
ょ
う
と
話
す
だ
け
で

は
前
進
し
ま
せ
ん
。
福

祉
現
場
を
見
て
ほ
し
い
。

郵
政
２
０
条
裁
判

最
高
裁
で
勝
利
し
た

が
、
会
社
は
、
原
告
だ

け
に
差
額
分
を
支
払
う

が
。
全
員
に
は
支
払
わ

な
い
と
の
不
当
な
差
別

を
し
て
き
た
。
全
非
正

規
に
支
払
う
様
に
闘
い

を
強
め
て
い
る
。

県
医
療

医
療
従
事
者
を
増
や

せ
と
の
署
名
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
署
名
集
め

る
青
年
が
多
く
い
る
。

要
員
確
保
を
要
求
し

て
い
る
が
、
病
棟
間
で

対
応
、
残
業
が
多
く
コ

ロ
ナ
で
２
割
以
上
が
辞

め
て
い
る
。
全
国
で
コ

ロ
ナ
拡
大
し
て
い
る
な

か
医
療
拡
充
を
求
め
て

い
く
。

国
公

今
年
も
県
内
の
企
業

の
内
部
留
保
の
ビ
ク
ト

リ
ー
マ
ッ
プ
を
作
り
チ

ラ
シ
配
布
を
す
る
。

医
大

コ
ロ
ナ
対
応
の
職
員

に
感
謝
す
る
だ
け
の
経

営
者
。
１
０
０
０
名
以

上
の
人
員
が
不
足
し
て

い
る
。

仕
事
が
キ
ツ
イ
。
時

間
外
労
働
月
１
０
０
時

間
を
超
え
て
い
る
。
年

休
も
取
れ
な
い
・
休
み

づ
ら
い
、
休
ん
で
も
疲

れ
が
取
れ
な
い
。

集
会
も
コ
ロ
ナ
で
出

来
な
い
。
ス
ト
ラ
イ
キ

を
考
え
て
春
闘
を
闘
い

た
い
。
組
合
の
メ
リ
ッ

ト
は
生
活
の
下
支
え
で

す
。盛

岡
労
連

組
織
対
策
会
議
を
し

ま
し
た
。
福
祉
・
医
療

職
場
が
大
変
で
す
。

青
年
は
組
合
に
関
心

が
な
い
、
若
い
人
と
話

し
あ
い
、
青
年
の
声
を

吸
い
上
げ
た
い
が
、
な

か
な
か
で
き
な
い
。

今
年
の
春
闘
は
ポ
イ

ン
ト
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
。

政
治
に
不
満
が
あ
る
。

未
来
を
見
据
え
、
今
だ

か
ら
こ
そ
声
を
出
し
て
、

小
さ
な
要
求
も
出
し
あ

て
要
求
を
固
め
職
場
を

変
え
る
と
い
う
。
考
え

た
闘
う
春
闘
と
し
た
い
。

そ
の
他
発
言
は
、
年

金
者
組
合
・
花
巻
地
域

労
連
・
宮
古
地
域
労
連

い
わ
て
労
第
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１
．
仙
台
総
合
鉄
道

部
乗
務
員
関
係

（
１
）
深
夜
帯
の
仕
業

に
つ
い
て
は
、
折
返
し

休
養
時
間
を
５
時
間
以

上
確
保
さ
れ
た
い
。

（
２
）
折
返
し
時
間
が

長
時
間
と
な
る
日
勤
仕

業
を
改
善
さ
れ
た
い
。

（
３
）
行
路
上
発
生
す

る
労
働
時
間
以
外
の
時

間
で
60
分
未
満
は
労
働

時
間
と
さ
れ
た
い
。

（
４
）
冬
期
間
Ｄ
Ｌ
の

暖
機
運
転
の
た
め
出
勤
・

出
場
時
間
を
10
分
早
め

て
い
る
が
超
勤
扱
い
と

さ
れ
た
い
。

（
５
）
曜
日
運
休
と
な

る
列
車
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
列
車
持

替
な
ど
の
変
仕
業
行
路

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
６
）
予
備
要
員
を
６

名
増
と
さ
れ
た
い
。

（
７
）
乗
継
時
間
を
３

分
以
上
確
保
さ
れ
た
い
。

（
８
）
２
０
２
１
年
度

の
退
職
者
数
を
職
場
・

職
種
ご
と
に
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

（
９
）
２
０
２
１
年
度

の
新
規
及
び
Ｄ
Ｌ
転
換

養
成
計
画
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

（
10
）
「
運
用
」
を
泊

ま
り
勤
務
と
さ
れ
た
い
。

２
．
安
全
対
策
関
係

（
１
）
福
島
駅
の
上
２

番
線
進
入
時
、
35
㎞
/

ｈ
分
岐
器
付
近
で
発
生

す
る
停
止
パ
タ
ー
ン
を

な
く
さ
れ
た
い
。

（
２
）
福
島
駅
で
下
り

列
車
が
臨
停
の
取
り
扱

い
を
す
る
と
停
止
パ
タ
ー

ン
が
消
去
さ
れ
な
い
が
、

改
善
さ
れ
た
い
。

（
３
）
Ｅ
Ｈ
５
０
０
仕

業
間
に
お
け
る
砂
確
認

と
砂
不
足
時
の
補
給
体

制
を
整
え
ら
れ
た
い
。

（
４
）
陸
中
折
居
～
水

沢
駅
間
の
第
１
閉
そ
く

信
号
機
に
減
速
現
示
が

出
る
よ
う
に
改
善
さ
れ

た
い
。

（
５
）
白
石
～
越
河
間

の
風
規
制
は
、
白
石
風

区
間
を
設
け
、
25
／
１

０
０
０
の
勾
配
で
の
速

度
規
制
は
無
く
さ
れ
た

い
。

（
６
）
藤
田
駅
に
「
停

止
目
標
」
を
設
置
さ
れ

た
い
。

３
．
そ
の
他

（
１
）
黒
磯
駅
の
カ
ラ

ス
対
策
を
さ
れ
た
い
。

（
２
）
各
区
所
の
休
養

室
及
び
休
憩
室
の
エ
ア

コ
ン
を
定
期
的
に
掃
除

さ
れ
た
い
。

（
３
）
運
転
士
制
帽
を

メ
ッ
シ
ュ
で
な
い
も
の

も
貸
与
さ
れ
た
い
。

４
．
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
臨
時
雇
用
員
の
日

当
を
１
１
２
０
０
円
と

さ
れ
た
い
。

今
年
も
元
旦
に
小
雪

か
チ
ラ
つ
く
中
、
岩
山

散
策
を
し
ま
し
た
。
年

末
年
始
の
大
寒
波
の
予

報
の
た
め
か
、
３
人
の

参
加
で
し
た
。

駐
車
場
を
出
て
す
ぐ

に
、
ソ
リ
と
ス
キ
ー
を

家
族
４
人
で
楽
し
ん
で

い
る
方
と
会
い
、
一
緒

に
写
真
を
撮
ら
せ
て
も

ら
い
た
い
と
お
願
い
す

る
と
Ｏ
Ｋ
の
返
事
が
あ

り
幸
先
の
良
い
年
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

登
り
は
登
山
者
と
会

わ
な
か
っ
た
が
、
展
望

台
に
は
新
し
い
足
跡
が

多
く
あ
り
、
結
構
来
て

い
た
よ
う
だ
。
曇
っ
て

い
た
が
市
内
の
冬
景
色

が
美
し
い
。

下
山
は
啄
木
詩
（
う

た
）
の
道
を
、
岩
場
で

ボ
ク
シ
ン
グ
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
練
習
し
て
い

る
男
性
と
言
葉
を
か
わ

し
、
転
び
そ
う
な
急
斜

面
を
下
り
、
駐
車
場
に

１
時
間
程
度
散
策
。

帰
り
は
住
吉
神
社
に

よ
り
、
今
年
も
組
合
員

が
ケ
ガ
・
事
故
を
せ
ず
、

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
一

年
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

と
初
詣
を
し
て
解
散
し

ま
し
た
。

「
２
０
２
１
年
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
及
び
効
率
化
等
の
実
施
に
つ
い
て
」

の
提
案
・
説
明
を
受
け
解
明
等
を
申
し
入
れ

２０２１年３月ダイヤ「改正」

に関する解明等申し入れ

１
月
31
日
、
水
産
会
館
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
、
会
議
時
間
を
短
縮
し
て
、

第
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回
い
わ
て
労
連
評
議
員
会
が
お
こ
な
わ
れ
須
藤
が
参
加
し
ま
し
た
。

金
野
議
長
は
、
新
し
い
組
合
が
11
月
７
日
二
戸
山
善
鉄
鋼
に
組
合
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
と
新
組
合
を
紹
介
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
は
困
難
な
春
闘
に
な
り
ま
す
。
こ
の
困

難
な
中
で
国
民
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
声

を
上
げ
な
け
て
、
時
給
１
５
０
０
円
を
掲
げ
、
一
緒
に
行
動
し
、
春
闘
勝
利
、

選
挙
を
勝
利
し
ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
。

ア
ニ
メ
映
画
「
鬼
滅

の
刃
」
が
大
ヒ
ッ
ト
ら

し
い
。
私
の
小
学
校
の

学
芸
会
で
は
、
悪
い
鬼

退
治
物
語
の
「
桃
太
郎
」

が
定
番
だ
っ
た
。

私
よ
り
半
世
紀
後
に

生
ま
れ
た
倉
持
よ
つ
ば

さ
ん
。
小
学
５
年
生
の

と
き
「
空
か
ら
の
ぞ
い

た
桃
太
郎
」
と
い
う
本

の
解
説
を
読
ん
で
ビ
ッ

ク
リ
。
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー

と
信
じ
て
い
た
桃
太
郎

を
、
福
沢
諭
吉
が
「
盗

人
だ
」
と
非
難
し
て
い

た
。
疑
問
に
思
い
、
桃

太
郎
や
鬼
の
こ
と
を
書

い
た
本
２
０
０
冊
以
上

を
読
ん
で
一
人
で
調
べ

た
。
結
果
、
桃
太
郎
が

鬼
ヶ
島
に
行
っ
た
理
由

が
変
化
し
た
こ
と
が
分

か
っ
た
そ
う
だ
。

一
番
最
初
の
桃
太
郎

は
江
戸
時
代
の
本
。
鬼

は
悪
者
で
は
な
く
、
桃

太
郎
が
宝
物
を
取
り
に

行
く
た
め
鬼
ヶ
島
に
行

く
。
明
治
時
代
に
な
る

と
変
り
は
じ
め
、
明
治

27
年
（
１
８
９
４
年
）

か
ら
は
、
悪
い
こ
と
を

し
て
い
る
鬼
を
退
治
し

に
行
く
と
な
っ
て
い
た

そ
う
だ
。
日
清
戦
争
・

日
本
の
侵
略
が
始
ま
っ

た
年
だ
。

あ
と
39
日
で
66
歳
に

な
る
ぼ
ん
く
ら
頭
。
２

０
１
９
年
よ
つ
ば
さ
ん

12
歳
時
の
著
「
桃
太
郎

は
盗
人
な
の
か
」
を
読

ん
で
学
ん
だ
。
小
さ
な

芽
の
中
に
大
き
な
悪
だ

く
み
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

２
月
の
た
わ
ご
と

小
学
生
に
学
ぶ

Ｔ
・
Ｈ

い
の
旬
蛙
の
独
り
言

18

２
０
２
０

昨
年
３
月

主
要
農
産
物
種
子
法
廃
止

米
・
麦
・
大
豆
の
種
子
生
産
の
国
の
責
任
放
棄

今
度
は
種
苗
法
改
悪

農
家
が
登
録
種
子
を
自
家
採
種
す
る
と
法
律
違

反農
家
自
身
の
努
力
・
工
夫
を
認
め
な
い

狙
い
は
外
国
種
子
会
社
へ
の
門
戸
開
放

食
糧
自
給
率
は
下
が
り
っ
ぱ
な
し

農
産
物
輸
出
は

増
え
た
と
い
う
が

そ
れ
以
上
に
輸
入
が
増
え
て
い
る

農
家
い
じ
め
・
農
業
つ
ぶ
し
の
今
の
農
政井

上

駿

岩
山
散
策

須
藤
清
成


